
軽石の理科教材的魅力
～津保川軽石の起源を探る～

ある中学生の科学作品から

関市立桜ヶ丘中学校 山田 茂樹



１．研究の動機
・北海道有珠山→白い軽石

・群馬県浅間山→白い軽石・黒い軽石

（１）軽石はどのようにしてできたのか？

（２）なぜ、白い軽石と黒い軽石？

白い軽石は水
に浮き、黒い
軽石は沈んだ。



軽石の穴（空洞）はどのようにしてできるのか？

２．研究の内容

マグマ中に含まれている水などの
揮発成分が発泡

→泡状になった部分が冷えてできた
→多くの穴（空洞）ができた



２．研究の内容

軽石ができる温度は９２０℃以
上で、しばらくは高温を保つ。
※にぎりこぶし大の軽石→250℃以上54分11秒



２．研究の内容

浅間山天明３年(１７８３年）の大噴火

古文書の記録では、火口から１０ｋｍ離れた「軽井
沢の宿に 赤熱した軽石が大量に降り、焼けたりつ
ぶれたりした」。



３．
研
究
の
ま
と
め



翌年、岐阜県関市 津保川で軽石層を発見！

地質図などの文献
に、岐阜県関市にお
ける火山噴出物の記
載は無し。

そこで、津保川軽石の
起源を探ることを研究
の目的とした。

マーゴ



研究の内容
（１）まずは、津保川軽石の特徴

 約５００ｍに渡って、

 断続的にA~Hの８か所
の露頭を確認。

 表面をデッキブラシで
こすり、新鮮な面を出
して観察した。

４回にわたる現地調査を行い、



（例）津保川軽石層の
露頭Hでは、

白色とオレンジ色の
２種類の軽石

円磨度が高い

他の河床礫と混在

色や大きさ（直径１～８０ｍｍ）

が混合



これらの調査から、＜津保川軽石の特徴＞

白とオレンジ色の２種類、円磨度が高い、

色や大きさ・他の河床礫と混在。
➡ では、津保川軽石はどこからどのようにして関市まで来たのでしょうか？



（２）火山と軽石の広がり方の特定
① まずは、岐阜県周辺の５火山の特徴の比較

※御嶽山の可能性が高い

そこで、



約６～９万年前に、御嶽山から噴出した
Pm-Ⅰ～Ⅲと呼ばれるものであることが判明。

そこで、津保川軽石の

重鉱物組成を分析。白色＝御嶽山Pm-Ⅰ、オレンジ色＝ Pm-Ⅱ´。

（２）火山と軽石の広がり方の特定



しかし、ここで新たな疑問
御嶽山から噴出した軽石が、なぜ南西の関市に？

津保川軽石

木曽川
長良川

On-Pm１の分布
国土地理院技術資料（２０１２）をもとに作成



仮説：現在とは流路が異なる古木曽川の分流
によって関市まで運搬されたのでは？

ところで・・・ （鹿野１９９０、青野・鹿野２０１０）先行研究より

古木曽川の分流が美濃加茂市～長良川方面へ流下し
ていたという説がある。



③仮説「現在とは流路が異なる古木曽川
の分流によって関市まで運搬されたの
ではないか？」の検証

そこで、津保川軽石層と、

津保川・木曽川・長良川の
河床礫の種類の比較。



軽石層 津保川

木曽川 長良川

その結果、津保川軽石層に含まれる礫の種類は、木曽川に酷似。



約８～１０万年前に御嶽山から噴出し、

堆積していた軽石が、古木曽川によって

侵食・運搬され、関市で再堆積したもの。

以上のことから、

（３）結論 「津保川軽石の起源」



（４）これを使うと、古木曽川の流路の推測

関市以西の

３１３か所の
ボーリング
データを調べ、
軽石が含ま
れる地点を
プロット。

古木曽川の
分流経路を推
測。

古木曽川の分流は、関市を通った後、２つのルート
に分かれ、岐阜市や山県市に軽石を流入させていた。

さらに、



令和５年４月２０日の津保川軽石の露頭



白色の軽石
（Pm‐Ⅰ）約10万年前
硬い、黒雲母や磁鉄鉱を含む

オレンジ色の軽石
（Pm‐Ⅱ？）約８万年前
風化（軟らかい）、角閃石や
輝石、カンラン石を含む



「大地の成り立ちと変化」

（ウ）㋐火山活動と火成岩

火山噴出物については、溶岩や軽石、火山灰
などの色や形状を比較しながら観察させ、その
結果をマグマの性質と関連付けて考察させる。

その際、異なる火山の火山灰について、例え
ば、実体顕微鏡を用いてその中に含まれる火山
ガラスや鉱物の色、形などを比較しながら調べ
させる。

中学校学習指導要領解説 理科編より



わんかけ後マイクロスコープ（×４０)撮影
Pm－Ⅰ

石英 長石

黒雲母

磁鉄鉱



＜津保川軽石の教材としての魅力＞
１．自形の鉱物、種類が多い＝鉱物の特徴・比較観察に最適。
２．身近な火山の噴出物から、
大地の変化の時間的・空間的スケールを実感できる。

わんかけ後マイクロスコープ（×４０)撮影
Pm－Ⅱ？

角閃石
シソ輝石

輝石



ご清聴ありがとうございました。

関市立桜ヶ丘中学校 山田 茂樹

ご希望がありましたら、津保川軽石と黒曜石お分け致します。


